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【利用が見込まれる分野】

― 新ベリー果樹「キウイベリー」の開発進展 ―
キウイフルーツ近縁自生植物資源の多面的活用研究

　キウイフルーツの中でも高級品として重宝されている「香緑」。この香緑は、香川県で新品種として開

発されたもので、ビタミンＣが豊富でタンパク質分解酵素のアクチニジン濃度やプロテアーゼ活性が高

いなどの優れた特色があり、最近では、“キウイの王様”とも呼ばれています。片岡研究室では、県農業

試験場と共同でこの香緑に続くオリジナル新果実の開発を目指しています。特に、日本国内に自生して

いるキウイフルーツ近縁種の資源調査や評価、そしてそれら研究資源をベースにしたキウイフルーツベー

スの新果実の育成について重点的に取り組んでいます。

　キウイフルーツの近縁自生種は、国内で５種類ほど生息が確認されています。なかでも祖谷のかずら

橋にその蔓が使われることで知られるサルナシや沖縄から紀伊半島の太平洋岸に多く自生しているシマ

サルナシなどが、環境適応性が高くビタミンＣやタンパク質分解酵素などの有用成分を多く含んでいる

という特質があり注目されています。これまでの研究成果の一例として、このサルナシやシマサルナシ

と一般のキウイフルーツの受粉により、交雑実生（みしょう）が得られることを明らかにしました。

　現在、この種間交雑による「キウイベリー」という名前の新果実を開発中です。キウイベリーは、そ

の名のとおり、キウイの外観や成分の特徴などを取り入れた新しいベリー果樹で、実はそう大きくない

ものの皮ごと食べられる、また、健康機能性が高いことが特徴です。特に、ビタミンＣ、ポリフェノー

ルなどは通常のキウイよりも含有量が多く、また、タンパク質を分解する酵素であるアクチニジンも多

量に含んでいます。このことから消化を促進する食べ物としてデザートには最適と考えられています。

現在、このキウイベリー開発のために 1500 本程の交配樹を栽培中です。２，３年後にはこの中から品質

の高いものを選抜し、“香川産キウイベリー”の新品種として絞り込む予定です。
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■育種的活用（キウイフルーツとの種間交雑による新しいベリーの育成）

赤くて高糖度のキウイフルーツ 有用成分を多く含むサルナシ 温暖条件に適応したシマサルナシ
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